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南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ

第９回会合

企業防災力の向上について

平成２４年１０月１０日

株式会社イトーヨーカ堂

亀井委員提供資料１
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１. 自社の与件の分析

・ 大規模災害対策は、自社の与件・環境を詳細に分析して策定する。

・ 対応策は、自社以外にもグループ各社や関係者・団体の総合力を引き出す。
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２. 大規模災害対策を策定する上での理念と業務の絞込み

・ 大規模災害対策は、社是を実現することを基本理念とする。

・ 災害時は「商品調達」「物流体制」「店舗修繕」を重要業務と位置づける。
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３. 大規模災害対策の前提と前準備

・ 与件は「広域に店舗が配置」 「多数の在館者」「少量の商品在庫」。

・ 前準備は「店舗施設の安全性」「大規模災害対策計画による役割分担」。
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４. 対策本部の組織と機動性

・ 対策本部は「商品調達」「店舗運営」「営業サポート」に分類。

・ 対策本部活動の初期は「役割の柔軟性」「情報の共有化」に留意。
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５. 対応でのプロセスの明確化と洩れの防止

・ 対策を行う上でのプロセスとゴールラインが見えるように配慮した。

・ 対応すべき必須項目は、チェックリストで洩れの防止を図った。
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６. 店舗の対応の明確と権限委譲

・ 店舗が担うべき役割と、業務を遂行する上での権限委譲を明文化。

・ 店舗の対応をスムースに行うための本部のバックアップ体制。
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７. 最悪のケースの判断基準と行為の記録

・ 店舗を閉鎖する基準と営業継続の判断基準を明文化。

・ 発災初期は「口頭報告」だが、全ての記録を残し、次の対策の資料とする。
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８. 決裁者の所在の明確化と通信網の確保

・ 決裁者の優先付けと、交通網が遮断されたときの所在の明確化。

・ 主要幹部の自宅に衛星携帯電話を配備して、通信網を確保。
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９. 対策本部要員の確保と訓練

・ 対策本部要員は、本部および店舗所在地の震度が６弱以上で一斉招集。

・ 対策本部の対応がスムースに進むよう、月一回の頻度で通信訓練を実施。
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10. 地震対策の整備と自治体との連携

・ 災害対策手順書は、過去の災害の都度その経験から整備。（改訂７回）。

・ 発災時の対応の機動性を高めるため、全国８１の自治体・団体と協定締結。
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東日本大震災での対応と手順書
の効果性の検証

東日本大震災での対応と手順書
の効果性の検証
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11. 東日本大震災での対応と行為の効果性

・ 発災後翌日から全店舗が営業。（部分営業２７店舗、店頭販売が７店舗）

・ 商品の物流は、発災当日の深夜に首都圏から出荷、翌日に現地到着。
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12. 商品確保と物流での課題

・ 商品の確保は、あらゆる役職者が役割を分担して実施。海外からも手配。

・ 発災直後の元売の出荷体制の混乱、物流のための燃料不足が課題。
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13. 地域へのサービスの継続と災害協定での対応

・ 被災地域や弱者に商品の優先提供。車載の商品・ＡＴＭでサービスを継続。

・ 災害協定に基づき、ヘリコプターやトラックを使い義援や支援物資を提供。
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14. 東日本大震災の課題の整理と新たな体制づくり

・ 東日本大震災の対応と効果性・課題を明確にして改善策検討。

・ 新たな災害を想定して、東日本大震災の課題の対策を再構築。
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15. 対策本部の新たな対応と重要業務の整理

・ 代替本部の設置をする際の基準についての条件を見直す。

・ 重要業務のサブテーマであった代金決済をメインテーマに格上げした。
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16. 店舗の復旧体制、商品調達、センター機能強化

・ 店舗への権限委譲の拡大、建築・施設会社との発災時緊急対応の整備。

・ 卸・メーカーとの緊急時供給体制や備蓄量の明確化とセンター機能を強化。
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17. システム拡充（安否確認・災害マップシステム）

・ 安否確認システムは、限定された者の対象をグループ全社の従業員とした。

・ 全国広範囲の店舗を、発災後即座に震度別に表示し、対応の優先を付ける。
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18. 参考（非公開資料２．の説明）

・ 「南海トラフ大地震に伴う商品供給への影響」「その課題」と「東日本大震災
時の商品の需給バランス」を添付。
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18. 参考（非公開資料２．Ｐ１の表の補足説明）

在庫量：国内にある全体の在庫総量
（推測）

日数 ：一日の消費量の何日分か

メーカー・問屋等にある在庫量

小売等の店舗・センターの在庫量

国内全体の消費量（推測）

非常時の増産可能生産量
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18. 参考（非公開資料２．Ｐ15参考の表の補足説明）

通常時対比：年間平均一日販売量対比

災害前対比：11年3月第一週の一日の販売量対比

3月23日（水）の対応量

3月16日（水）の対応量

3月30日（水）の対応量

お客様が購入を要望された総量

店舗に納入された総量


